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The Use of Honorifi c Language for Younger People in Javanese
― Compared to its use in Japanese ―

Ismatul Khasanah

Abstract: This paper investigated the use of honorifi c language by older people to younger 
people, on which two diff erent surveys with conversation dialogue were conducted in both 
Javanese and Japanese.　The survey was set up based on age and gender of the speaker 
and conversation partner (interlocutor) such as follows: 50-aged female lecturer to 30-aged 
female lecturer, 50-aged male lecturer to 30-aged male lecturer, 50-aged female ordinary 
person to 30-aged female ordinary person, 50-aged male ordinary person to 30-aged male 
ordinary person, a mother or a father to her/his daughter/son, older stranger (female/
male) to younger people, and older person (female/male) to younger close-friends.　The 
statistics revealed that the culture of using honorifi c language in Javanese and Japanese 
was significantly different.　The results found that the use of honorific expressions by 
lecturers to students and by parents to children were applicable in Javanese, but not in 
Japanese.　In Javanese, the use of honorific language by lecturers to students or by 
parents to their children do not intend for respectfulness, rather it shows the sense of 
affection to the conversation partner and essentially it is expected that they could use 
honorifi c language when they are talking with others.
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１．はじめに

　「敬語」と聞いてすぐに思い浮かぶのは「上下関係」
である（坂本恵 2000：p.73）。また，敬語を考える枠
組みとして，「上下関係」と「親疎関係」（親しいか親
しくないか）という二つの軸を考えることが多いこと
も指摘されている（蒲谷他 1998：p.8）。

　日本語において道を訊ねる時など，例えば，年齢が
上の場合でも見知らぬ人（年下の人も含み）には尊敬
語が使用される。ジャワ語においても，一般的には年
長者が年少者に対して敬語を使う必要はない。一方で，
ジャワ語では，場面の品位を保つため，恒常的な年長
者から年少者への敬語使用が認められる。
　菊地（1997：p.103）は，現代日本語の敬語法を三
分法よりももっと基本的な区別として，「話題の敬語」
と「対話の敬語」に大別していると述べている。
　菊地は，「話題の敬語」を，話し手が二人称及び三
人称の主語を高める表現である「尊敬語」と，話し手
が「. . . .を . . . .に」にあたる二人称及び三人称の補語を
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高め，一人称の主語を低める表現である「謙譲語Ａ」
とに分けている。ジャワ語でも「話題の敬語」（尊敬語・
謙譲語Ａ）と考えられる用法がある。
　ジャワ語では，年長者から年少者に対して敬語を使
用する場面がよく見られる。例えば，年上の先生から
年下の先生に，母親が子供に，祖母が孫に対してなど
である。このジャワ語の敬語法のようなケースは日本
語にあるのであろうか。ジャワ語の敬語法を，現実の
日本語の敬語法と比較することは，両言語の敬語法の
特色を明らかにするために必要なことであろう。
　本稿では，ジャワ語と日本語で，年長者から年少者
に対して，即ち，50代の先生から30代の先生に，50代
の一般の人から30代の一般の人に，先生から学生に，
親から子供などに対しての敬語使用の実態をみてい
く。年長者から年少者への敬語使用が一般的であるか
どうかを確認するため，ジャワ語母語話者と日本語母
語話者にアンケート調査をおこなった。アンケート調
査を通して，年少者に対する敬語使用の両言語におけ
る妥当性の程度についてみていく。

２．先行研究

　日本語の敬語法については，多くの先行研究がある
（山田 2010［1943］，時枝 2007［1941］，西田 1998），
南 1990，菊地 1996・1997，蒲谷 1998，その他）。本
稿では，現代の日本語とジャワ語の敬語法について比
較するため，菊地（1997）の用語や枠組みに従いなが
ら考察を進めていく。
　また，ジャワ語の敬語法については，これまでにい
くつかの研究がなされている（渋沢 1951，崎山 
1974，染谷 1981，Purwadi 2005，その他）。染谷は，
従来よりジャワ語の文の形式は，語彙と接辞の組み合
わせ方に従って，いくつかの階層に分類されてきたと
指摘している。崎山（1974）は，ジャワ語の敬語法を
詳細に分類し，それぞれの敬語法にどのような語彙と
接辞が現れるかを表１のように示している1）。Purwadi

（2005）も同様の分類をしている。
　崎山（1974：p.108），Purwadi（2005：p.25）は，年
長者から地位の高い年少者に対して，その相手を敬う
ために最低語一類（Antya basa）の形式を用いると
指摘している。しかし，年長者の先生から年少者の先
生に，先生から学生に，親から子供などに対しての敬
語使用については触れていない。
　ジャワ語の敬語法は，原則として語彙の取り替えに
よって行われる。例えば，動詞の「食べる」は３つの
段階で表現される。敬意度の低い語から高い語を順に
示すと，「mangan」→「nedha」→「dhahar」と使い分け

られる。それぞれ，敬意度に応じて「Ngoko（非敬形）」・
「Madya（丁寧形）」・「Krama（尊敬形・謙譲形）」と
呼ばれている。
　「mangan」は，日本語の「食べる」，「nedha」は「食
べます」，「dhahar」は「召し上がる」に相当する。
このような語彙の取替えによる敬語表現の現象は，動
詞のみならずすべての品詞（名詞・形容詞）などでも
認められる。さらに，Krama を Krama inggil（以下
Ki と略す）「尊敬形」と Krama andhap（以下 Ka と
略す）「謙譲形」に分けることもある（Wedhawati：
2006）。これをまとめると以下のようになる。（日本語

訳は，筆者が付記）

（ⅰ）Ngoko（非敬形）
（ⅱ）Madya（丁寧形）
（ⅲ）Krama（敬形）

　Wedhawati（2006：p.10）は，Ngoko（以下，Ng と
略す）を，親しい者，同じ地位にある者や，親密で遠
慮を必要としない人間関係で用いられる2）最も低い階
層語であると位置づけている。また，Madya（以下，
Md と略す）は，中間レベルの敬意と丁寧さを表す階
層語であり，Krama（以下，Kr と略す）は，親しく
ない者，自分より地位の高い者，年長である者に対し
て，敬意を表す際に用いられる最も高い階層語である
と指摘している。
　ジャワ語では，場面の品位を保つため，恒常的な年
長者から年少者への敬語使用が認められる。例えば，
年長者から地位のより高い年少者には，Ngoko と
Krama inggil の語彙から構成される文である「最低
語一類（Antya Basa）」の形式が用いられる。この形
式は，昔から指摘されているものである（Purwadi 

Krama inggil（尊敬形）
Krama andhap（謙譲形）

        
       
      
       
      
     

        
       
       

       

表１　ジャワ語の敬語法の分類

（○印は該当する体の語彙・接辞が該当する形式に現れることを示す）
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2005：p25）。
　しかし，現代のジャワ語では，上で述べたもののみ
ならず，以下のような使用も認められる。（用例は筆者

の作例であるが，ジャワ語母語話者数名により妥当性があること

を確認している。）

母親から娘に対しての用例文

１の pundhut は，Krama inggil（尊敬形）であり，日
本語の「お取りになる」に相当する。

祖母から孫に対しての用例文

２の mboten，pareng，nggih は，順に，「否定を表
すことば」の尊敬語，「～てもいい」の尊敬語であり，
Krama inggil（尊敬形）に相当する。これらは，日本
語には相当することばがない，上品な言い方である。

叔母から甥に対しての用例文

３の nyuwun は，Krama andhap（謙譲形）と呼び，
日本語の「お頼みする」に相当すると考えられる。
　１と２の下線部すべてに Krama inggil 語が使用さ
れており，日本語の尊敬語に相当するものが使用され
ている。また，３の下線部は，Krama andhap 語と言
われており，日本語の謙譲語に相当するものである。
　１～３にあげた Antya Basa（最低語一類）形式の
文を，純粋常体の形式に換えると，以下のような文に
なる。１́～３́ は，常体から構成される文である。

　Antya Basa（最低語一類）形式は，そもそも相手
を敬っていう必要がある場合に使われる。例えば，年
長者から地位のより高い年少者に対して使う。しかし，
現在では，年長者から地位の高い年少者に限って使わ
れるものではなくなっている。例えば，先生から学生
に，親から子供などに対しても使われる。
　イスマトゥル（2009）で年少者への敬語運用法につ
いて若干の報告をしている。そこでは，ジャワ語話者
と日本語話者を対象にして，年少者への敬語の適切性
についてアンケート調査を試みている。
　調査は，ジャワ語話者大学生50名と日本語話者大学
生43名に協力してもらい行った。調査の項目を２つに
分けており，場面設定を以下のようにしている。

〈項目Ｉ〉
場面１　 50代の先生から40代の先生へ「どこに行くか」

を尋ねる場面
場面２　 40代の男性の先生が学生へ「資料のコピーを

頼む」場面
場面３　 母親と子供の会話で，「ある物を買ってもら

いたい」場面
場面４　 50代の女性の上司から30代の女性の年下の部

下へ「上司が部下に「あなた」という言葉を
使って，「何かあったのかを尋ねる」場面

〈項目Ⅱ〉
場面５　「先生が学生に本を取ってもらいたい」場面
場面６　「先輩が後輩に本を借りる」場面
　この調査における６場面設定の中には依頼場面が４
つあった。どの依頼場面にあっても，年少者への敬語
使用が適切と回答されたものが多かった。
　以下に，イスマトゥル（2009）の報告をうけて，今
回年長者から年少者に対しての詳細な調査を実施し
た。即ち，50代の先生から30代先生に，50代の一般の
人から30代の一般の人に，先生から学生に，親から子
供などに対してどのような敬語を使用するのかをみて
いく。

1 Nduk3） Ibu pundhutke piring iku.
Ki + Ng Ng

呼びかけ 母 「取る」の 皿 その
尊敬語+e

（…），その皿を取ってもらえますか。

2 Arya mboten pareng　  nakal　  nggih4）.
Ki Ki        Ki

名前 否定 よい　  いたずらな　よ
（尊敬語）   （尊敬語）　 　  （尊敬語）

アリヤ，いたずらをしてはいけませんよ。

3 Bu Lik nyuwun jajane Le5）.
Ka Ng

叔母さん 頼む（謙譲語） お菓子 呼びかけ
（…），叔母さんがお菓子をもらってもいいですか。

1́ Ndhuk, Ibu jupukke piring iku.
Ng Ng

呼びかけ 母 取る+ke 皿 その
（…），あの皿を取ってもらえる。

2́ Arya ora oleh Nakal ya.
Ng Ng Ng

名前 否定 よい いたずらな  よ
アリヤ，いたずらをしてはいけないよ。

3́ Bu Lik njaluk jajane Le.
Ng Ng

叔母さん 頼む お菓子+e 呼びかけ
（…），おばさんがお菓子をもらっていい。



イスマトゥル・ハサナー

― 186 ―

３．調査の概要

3．0　調査の目的
　今回の調査は，あらたに男女の区別と上下関係，親
疎関係の違いを明らかにし，年長者から年少者に対し
て敬語表現が適切なのかをみていくものである。

3．1　調査の実施と調査協力者
　調査は，2011年６月中旬（インドネシアの在中部ジャ
ワ州のヨクヤカルタ国立大学）と2011年６月中旬・下
旬（広島大学）で実施した。協力者は，ジャワ語話者

（以下，ジャワ語（J））が119名，日本語話者（以下，
日本語（N））が103名であった。そのうち，年齢が高
いものを省くとそれぞれ，ジャワ語話者116名，日本
語話者100名となった。協力者の年齢構成は，表２の
とおりである。

　本研究では，学部生の年齢範囲に限って，ジャワ語
と日本語の年少者への敬語意識を探ることを目的とす
るため，集計では24歳以上の年齢を省いた。年齢差に
よる敬語観の違いにより変化すると予想されるからで
ある。

3．2　設問の内容
　本調査では，16場面を設定して，各場面で使用され
た敬語表現が，１．不適切；２．やや適切；３．どち
らともいえない6）；４．やや適切；５．適切かを答え
てもらう形で行った。16場面は日本語の尊敬・謙譲・
丁寧のそれぞれに対応させ，第三者への敬語場面を加
えたものである。
　また，敬語使用において，男性と女性とで違いがあ
ることはこれまでもよく指摘されているため，本調査
では，男女各場面に分けた。具体的な場面設定は以下
の通りである。
場面１　 昼休みに食堂で50代（女性）の先生から30代

（女性）の先生へ「何を食べるのか」を尋ね
る場面である。

場面２　 昼休みに食堂で50代（男性）の先生から30代
（男性）の先生へ「何を食べるのか」を尋ね
る場面である。

場面３　 ある村の喫茶店で，友達同士の50代の一般の
女性から30代の一般の女性へ「何を食べるの
か」を尋ねる場面である。

場面４　 ある村の喫茶店で，友達同士の50代の一般の
男性から30代の一般の男性へ「何を食べるの
か」を尋ねる場面である。

場面５　 50代（女性）の先生が30代（女性）の先生に
「どこへ行くのか」を尋ねた場面である。

場面６　 50代（男性）の先生が30代（男性）の先生に
「どこへ行くのか」を尋ねた場面である。

場面７　 ある村で，50代の一般の女性が30代の近所の
一般の女性に「どこへ行くのか」を尋ねた場
面である。

場面８　 ある村で，50代の一般の男性が30代の近所の
一般の男性に「どこへ行くのか」を尋ねた場
面である。

　場面９と10では，女性の先生と男性の先生が，学生
に対して，更に第三者の学生（話題になる者）に対し
て，どのような敬語表現を使うかをみていく。場面９
と10を以下のように設定した。
場面９　 女性の先生がＡ学生に向かって，Ｂ学生につ

いて話した場面である。先生は，「Ｂさんは
岩本先生のところで本を借りている」とＡ学
生に教えてくれる。

場面10　 男性の先生が A 学生に向かって，Ｂ学生に
ついて話した場面である。先生は，「Ｂさん
は岩本先生のところで本を借りている」とＡ
学生に教えてくれる。

　また，場面11と12では，母親と父親とでは，子供の
友達に，話題になる自分の子供について，どのような
敬語表現を使うかをみていく。場面11と12は，以下の
ように設定した。
場面11　 母親が子供の友達に向かって，自分の娘につ

いて話した場面である。母親は，「娘は今隣
の店で砂糖を買っている」と娘の友達に教え
てくれる。

場面12　 父親が子供の友達に向かって，自分の息子に
ついて話した場面である。父親は，「息子は
今隣の店で砂糖を買っている」と息子の友達
に教えてくれる。

更に，場面13から16では，男女の区別と親疎関係の違
いによる敬語使用を明らかにするために，以下の場面

J N

18  6 41 18  32 35
19  15 75 19  45 65
20  10   20  13
21  25   21  2
22  43   22  4
23  17

表２　回答学生内訳人数
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を設定した。
場面13　 見知らぬ年上の女性から道を訊ねられた場面

である。
場面14　 見知らぬ年上の男性から道を訊ねられた場面

である。
場面15　 知り合い（女性）の年上の人から道を訊ねら

れた場面である。
場面16　 知り合い（男性）の年上の人から道を訊ねら

れた場面である。

　以上，各場面の設定と目的を簡潔に説明した。ジャ
ワ語と日本語において場面１から16まで，年長者が年
少者（話し相手となる年少者と話題となる年少者）に
対して，どのような敬語使用が適切だと判断している
のかを以下でみていくこととする。

４．調査結果と概要

　　以下では，16場面におけるジャワ語話者と日本語
話者の敬語使用の適切性についての結果とその分析に
ついて述べる。対応させるものは，例文６から18に示
している。

4．1　「何を食べるのか」を述べる場面
　ここでは，場面１から場面４まで，「何を食べるのか」
の敬語表現使用の結果をみていく。
　場面１から４では，男女の区別と上下関係の違いに
よる敬語使用意識の差を明らかにすることを目的とす
る。場面１と２では，話し手と聞き手が先生であり，
場面３と４では，話し手と聞き手が一般の人である。

（場面設定は，3．2を参照）
　アンケート調査では，具体的に敬意度の低い文から
敬意度の高い文まであげた。本稿では，例文が適切か
どうかを判定してもらい，年少者への敬語使用がどの
ように評価されるのかをみていくことになる。まず，
ジャワ語で取り上げた例文は，以下の４から７の通り
である。

　次に，ジャワ語に対応する日本語は，１．「何を食
べますか？」，２．「何を食べられますか？」，３．「何
を召し上がりますか？」となる。以下のように回答が
得られた。（J）はジャワ語話者の回答，（N）は日本
語話者の回答である。また，適切性の下に書いてある
数字は回答率（％）を示している。

　アンケートの結果から，ジャワ語における場面１か
ら４まですべてにおいて，敬語の使用がほとんど「適
切」と回答されている。「Nedha napa Bu/Pak?」の
丁寧語使用は，場面１では，「適切」の回答が多かっ
たが，敬語使用については場面２から４において，「ど
ちらともいえない」の回答が多かった。日本語では，
場面１，２，３において，「何を食べられますか？」の
使用も「適切」との回答が多かった。場面１では
38％，場面２では34％，場面３では28％である9）。

4 Nedha napa Bu7）/Pak8）?
Md Md

「食べる」の 「何」の 呼びかけ
丁寧語 丁寧語
～さん，何を食べますか。

5 Dhahar napa Bu/Pak?
Ki Md

「食べる」の 「何」の 呼びかけ
尊敬語 丁寧語
～さん，何を食べられますか。

6 Dhahar punapa Bu/Pak?
Ki Ki

「食べる」の 「何」の 呼びかけ
尊敬語 尊敬語
～さん，何を召し上がりますか。

1( ) 2( ) 3( ) 4( ) 
Nedha napa 
Bu/Pak? 26 36 28 23 
Dhahar napa
Bu/Pak? 49 47 40 39 
Dhahar 
punapa  51 50 49 46 
Bu/Pak?     

表3．1　場面１から場面４の敬語使用の適切性（J）

「ど」は，「どちらともいえない」の意である。

1( ) 2( ) 3( ) 4( ) 

34 36 31 35 

38 
38 

34 
34 

39 
28 28 

36 28 46 28

表3．2　場面１から場面４の敬語使用の適切性（N）
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　一般人男性同士の場合，日本語では，「何を食べら
れますか？」と「何を召しあがりますか？」の使用が，

「やや不適切」であると判断されている。また，両言
語ともに，アンケートの回答に，敬語使用については
男性より女性のほうが「適切」だとする回答が多かっ
た。具体的に，ジャワ語では，「Dhahar punapa Bu/
Pak?」の使用が，場面１では51％，場面２では50％，
場面３では49％，場面４では46％である。日本語では，

「なにを召し上がりますか？」が，男性に比べて女性
で「適切」との回答が多かった。場面１では36％，場
面２では28％，場面３では，46％である。

4．2　「どこへ行くのか」を述べる場面
　ここでは，場面５から８まで，「どこへ行くのか？」
の敬語表現使用の結果をみていく。
　場面５から８では，話し手と聞き手が場面１から４
と同様であり，男女の区別と上下関係の違いによる敬
語使用意識の差をみていくことを目的とする。（場面
設定は，3．2を参照）。
　この設定に応じて，ジャワ語で取り上げた例文を，
以下の７から９に示す。

　ジャワ語に対応する日本語は，１．「～，どこへ行
きますか？」，２．「～，どこへいらっしゃる？」，３．「～，
どちらへいらっしゃいますか？」である。
　上にあげたジャワ語と日本語の例文に基づき，両言
語において，適切とされたものをみていく。

　ジャワ語では，場面５から８において，丁寧語の
「Kesah teng pundi Bu/Pak?」の使用が「どちらとも
いえない」と判断される。「Tindak pundi Bu/Pak?」

（tindak が尊敬語）の使用が「適切」であり，男性よ
り女性のほうが「適切」だと回答した率が高い。

「Tindak dhateng pundi Bu/Pak?」も「Tindak pundi 
Bu/Pak?」と同様，「適切」であり，男性より女性の
方が敬語の使用が「適切」だとする回答が多かった。
これに対し，日本語では，「どちらへいらっしゃいま
すか？」は，「不適切」だと回答されている。しかし
ながら，「どこへ行かれますか？」は，女性でも男性
でも「適切」だとされる回答率が高い。

4．3　 第三者の年少者について「物を借りる」ことを
述べる場面

　話題になった第三者の年少者に対しての敬語使用の
適切性をみていくことになる。上下関係の中で，つま
り先生が学生に向かって，話題にする他の学生に言及
する際に，敬語の使用が適切かどうかをみていく。（場
面設定は，3．2を参照）。
　「借りる」に相当する敬語使用の適切さをみていこ
うとするものである。

7 Kesah teng pundi ～?
Md Md Md

「行く」の 「へ」の 「どこ」の
丁寧語 丁寧語 丁寧語
～，どこへ行きますか？

8 Tindak pundi ～?
Ki Md

「行く」の尊敬語 「どこ」の丁寧語
～，どこ（へ）いらっしゃる？

9 Tindak dhateng pundi ～?
Ki Ki Md

「行く」の 「へ」の 「どこ」の
尊敬語 尊敬語 丁寧語
～，どちらへいらっしゃいますか？

5( ) 6( ) 7( ) 8( )
Kesah teng 
pundi Bu/Pak? 30 32 35 42 
Tindak pundi 
Bu/Pak? 54 50 46 39 
Tindak dhateng  

pundi Bu/Pak? 46 40 47 38 

表4．1　場面５から場面８の敬語使用の適切性（J）

5( ) 6( ) 7( ) 8( ) 

 24 31 32 28 

 37 35 33 33 

38 35 38 40 

表4．2　場面５から場面８の敬語使用の適切性（N）

10 ～ lagi nyambut buku ～.
    Ng     Md
～ている　「借りる」の丁寧語　本
～は，本を借りています。



― 189 ―

ジャワ語における年少者への敬語使用 ― 日本語の敬語使用と比較して ―

　日本語では，１．「～は，本を借りています。」，２．「～
は，本をお借りになっている。」が対応する。
　以下，ジャワ語と日本語における，第三者に対して，

「～借りている」の敬語使用の適切性をみていく。

　ジャワ語と日本語における敬語使用差が顕著に表れ
ている。ジャワ語では，丁寧語の使用が「どちらとも
いえない」で，尊敬語の使用が「適切」と判断されて
いる。そして，ここでもまた男性より女性のほうが，
尊敬語を使うことが適切と意識されていることが分か
る。これに対し，日本語では丁寧語も尊敬語も「不適
切」との回答が非常に多かった。丁寧語では，女性は
56％，男性は59％である。また，尊敬語では，女性も
男性も78％である。
　男女差に関わらず，学生に対して，話題になる他の
学生に言及する際に，ジャワ語では，尊敬語の「お借
りになっている」に相当する「ngampil」の使用が適
切とされるのに対し，日本語では敬語使用そのものが
適切とされない。
　ジャワ語では年長者から年少者への敬語が一般的で
あるのに対し，日本語では年長者から年少者（特に学
生のような絶対的な下位者）には敬語使用が一般的で
はないことが了解される。

4．4　 第三者の年少者について「買っている」ことを
述べる場面

　ここでは，第三者の自分の子供（話題になる自分の
子供）について，どのような表現を使うのかをみてい
く。（場面設定は3．2を参照）
　ジャワ語で取り上げた例文は，以下の12と13である。

　日本語に対応する例文は，１．「～は，～を買って
います。」，２．「～は，～を買われている。」である。
以下，両言語において，適切と判断された主なものを
みていく。

　丁寧語の使用において，ジャワ語も日本語も「適切」
と判断されている。しかしながら，尊敬語の使用につ
いては，ジャワ語では，女性は「適切」で，男性は「や
や適切」としている。それに対し，日本語では親から
子供に対しての敬語使用は，女性でも男性でもほとん
ど「不適切」と回答されている。
　現代のジャワ語では，親から子供に対して，尊敬語

11 ～ lagi ngampil buku ～.
    Ng     Ki
～ている　「借りる」の尊敬語　本
～は，本をお借りになっている。

9 10
 lagi nyambut buku .

40 4
lagi ngampil buku . 

33 26 

表5．1　場面９と場面10の敬語使用の適切性（J）

9  10

56 59 

78 78 

表5．2　場面９と場面10の敬語使用の適切性（N）

12 ～ lagi tumbas ～
    Ng Md
～ている 「買う」の丁寧語
～は，～を買っています。

13 ～ lagi mundhut ～
    Ng Ki
～ている 「買う」の尊敬語
～は，～を買われている。

11 12
lagi tumbas . 

32 4
lagi mundhut . 

36 36 

表6．1　場面11と場面12の敬語使用の適切性（J）

11 12

35 35 

94 94 

表6．2　場面11と場面12の敬語使用の適切性（N）
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の使用が認められるのに対し，日本語では，親から子
供に対して，敬語の使用が認められない。ジャワ語は，
どちらかと言うと絶対的な敬語法であり，どんな言語
的場面においても常に一定の敬語が使用される。他方，
現代の日本語の敬語では，どちらかと言うと相対的な
敬語法であり，相手や場面によって敬語の使用が変化
させられる。

4．5　「道を訊ねられる」場面
　ここでは，見知らぬ年上の人と知り合いの年上の人
に道を訊ねられる場面であり，男女の区別と親疎関係
の違いを明らかにすることを目的とする。（場面設定
は，3．2を参照）
　場面13から16で取り上げたジャワ語の例文（14より
15の方が敬意度が高い）が，次の14と15である。

　また，日本語に対応する文は，１．「平和公園はど
こですか？」，２．「平和公園どちらですか？」とした。

　ジャワ語では，女性の見知らぬ年上の人から道を訊
ねられた際に，場面13における丁寧語使用が「適切」
と回答されることが多い。他方，場面15のように女性
の知り合いの年上の人から道を訊ねられた際には，「や
や適切」と判断されている。場面13から場面16におけ
る，「見知らぬ年上」及び「知り合いの年上」に道を
訊ねられる際に，丁寧語の使用は「適切」であるが，
男性より女性のほうが「適切」との回答率が多い。
　また，日本語でも，「平和公園はどちらですか？」
の使い方について，見知らぬ人（女性）では「適切」

（64％），見知らぬ（男性）では「適切」（60％）とさ
れている。一方，知り合いの人から道を訊ねられた際
に，「平和公園はどちらですか？」の使用が，女性で
は「やや不適切」（29％），男性では「不適切」（33％）
の回答が多かった。
　ジャワ語では，親しい人も親しくない人も道を訊ね
られる際に，丁寧語の使用が適切とされている。これ
に対し，日本語では，親しい人に訊ねられる際に，「平
和公園はどちらですか？」の使用が「やや不適切」も
しくは「不適切」との回答が多い。
　この結果から，ジャワ語では，親しい人に対して，
丁寧語の使用が適切とされるのに対して，日本語では，
親しい人への敬語使用が抑制される傾向があるため，
親疎関係が敬語使用に影響を与えていることが分かる。

５．おわりに

　本稿では，16の場面を設定することによって，それ
ぞれの場面でジャワ語と日本語における敬語使用の適
切性の度合いをみてきた。アンケートを分析した結果，
両言語の敬語使用の共通点と相違点を以下のようにま
とめることができる。
共通点として，以下の２点が指摘できる
① ジャワ語と日本語両語とも，場面や状況によっては，

年少者への敬語は適切とされる。例えば，年上の先生
から，年下の先生へ話しをする場合，直接話しかけ

14 Jl. Borobubudur niku pundi Dik10）?

Md Ki

道の名前 「その」 「どこ」 呼び
の丁寧語 の丁寧語 かけ

ボロブドゥール通りはどこですか。

15 Jl. Borobubudur punika pundi Dik?

Ki Ki

道の名前 「その」 「どこ」 呼び
の尊敬語 の丁寧語 かけ

ボロブドゥール通りはどちらですか。

13 14 15 16 

Jl. Borobudur  
niku pundi Dik?  

 48 41 40 39 
 Jl. Borobudur 
punika pundi Dik? 43 42 39 31 

表7．1　場面13から場面16の敬語使用の適切性（J）

13 14 15 16 

48 46 28 27 

64 60 29 33 

表7．2　場面13から場面16の敬語使用の適切性（N）
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る場合も話題にする場合も敬語使用が適切とされる。
② これまでもよく指摘されてきたように，男性より女

性のほうが敬語を多く使うことが「適切」と判断さ
れる。

もっとも大きな相違点としては以下のことが指摘でき
る。
　ジャワ語においては先生から学生に対しての敬語使
用も親から子供に対しての敬語使用も適切と判断され
るのに対し，日本語では先生から学生，親から子の両
方ともに適切とされない。
　ジャワ語において，年少者への敬語使用は従来から
あったとの指摘がある（Purwadi 2005：p.25）。この
敬語は地位のより高い相手に対して，相手を敬うため
に使われたと説明されていた。しかし，本研究で取り
上げた，先生から学生への敬語使用と親から子供への
敬語使用の場合は，相手を直接敬う機能ではないと考
えられる。つまり，相手に対して親愛を表すことや他
の人に丁寧な言い方を使うように指導する機能もある
のではないかと考えられる。
　ジャワ語に特徴的な年長者から年少者への敬語使用
が，いったいジャワ人社会においてどのような機能を
持っているのか，今後具体的に追求していく必要がある。

【注】

１）表１は崎山（1974：p.107）の表から引用したも
のである。

２）染谷（1981）では，Ngoko（Ng）の語彙は，話
者が自分より地位が低いとみなした者にも使われる
こともあると指摘している。その他に，年長者が年
少者にも一般に用いられる。

３）Ndhuk は，女の子に対しての呼びかけである。
娘や孫などに使われる。

４）Nggih は「ya」の尊敬語であり，「はい」の意。
しかし，ここでは「よ」の文末詞に相当すると考え
られる。

５）Le は，男の子に対しての呼びかけである。息子
や孫などに使われる。

６）「どちらともいえない」は，以下「ど」と省略する。

７）Bu（Ibu）は，年上か位の高い女性に対して使う。
８）Pak（Bapak）は，年上か位の高い男性に対して

使う。
９）今回のアンケートの回答者には，広島出身の協力

者が多かったため，「～れる・～られる」敬語が使
用されることが多く，結果として「適切」と回答さ
れることが多かったことも考えられる。

10）Dik は，年下の人に対しての呼びかけことばであ
る。「Adik」からのことばで，「妹」あるいは「弟」
の意。

【参考文献】

イスマトゥル・ハサナー（2009）『ジャワ語と日本語
の敬語法の対照研究』（広島大学大学院教育学研究
科修士論文）

蒲谷宏・川口義一・坂本恵（1998）『敬語表現』大修
館書店

菊地康人（1996）『敬語入門』丸善
　　　　（1997）『敬語』講談社
坂本恵（2000）「敬語表現の意味するもの」『神奈川大

学外国語研究』22：73-83
崎山理（1974）「ジャバ語の敬語」『敬語講座８　世界

の敬語』明治書院
渋沢元則（1951）「ジャワ語の敬語法」『東京外国語大

学論集Ⅰ』東京外国語大学　17-31
染谷臣道（1981）「ジャワ社会における人間関係分析

のための言語社会学的方法について」『帯大研報』
Ⅱ-5，帯広畜産大学

西田直敏（1987）『敬語』東京堂出版
時枝誠記（1941）『国語学原論』岩波文庫
　　　　（2007）『国語学原論』岩波文庫
南不二男（1990）『敬語』岩波書店
山田孝雄（1943）『敬語法の研究』寳文館
　　　　（2010）『敬語法の研究』書肆心水
Purwadi (2005) Tata Bahasa Jawa. Media Abadi
Wedhawati (2006) Tata Bahasa Jawa Mutakhir. 

Kanisius



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 2.33333
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 2.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


